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1 は じ め に

日本人独特の動物に対する文化

すなわちアニミズムや不殺生戎に

代表される仏教思想の影響下で，

保健福祉事務所（以下「保健所」

という．）の公衆衛生獣医師が管

掌する動物行政は，狂犬病予防対

策の一環として，犬の捕獲・処分

を労務職員と共に住民からの冷ややかな視線をあびなが

ら長年繰り返してきた．昭和48年動物の保護及び管理

に関する法律が制定されても，保健所の現場では犬の苦

情処理に追われる中，新たに犬・猫の引取り業務が加わ

り，公衆衛生獣医師の動物行政への意欲が上がらず，暫

くは停滞が続き，時代に取り残された分野であったこと

から，長野県では平成3年に公衆衛生獣医師会（保健

所・食肉衛生検査所・衛生研究所・本庁に勤務する獣医

師約90名で組織）にて「動物行政将来構想」の検討が

始まり，キーワードとして　①「保健所に連れていけば

殺されてしまう」と云う住民の考え方を払拭させる．

②嫌な仕事から住民に喜ばれる仕事への事業転換を図り，

職員のモチベーションを上げる．の2点について，全会

員が共通認識を持ち，平成4年から新しい事業の開拓に

取り組み，保健所と動物愛護会連携による地域特性を生

かした犬のしつけ方教室等の事業を展開していった．こ

の基盤の上に，平成12年長野県動物愛護センター（以

下「ハローアニマル」という．）が動物愛護の拠点施設と

して設置され，保健所，ハローアニマル，県健康福祉部

の3機関が連携をとる「長野県方式」が誕生した（図1）．
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【保健所の業務】 

狂犬病予防法，動物の愛護及び管理に関する法律，
動物の保護及び管理に関する条例等の動物関連法規を
所管し，市町村と連携を図り，下記の事業を実施． 

・動物の保護・収容 
・引取り・返還・譲渡 
・苦情対応 
・動物取扱業・特定動物等の登録・許可・監視指導 
・負傷動物の救護 
・災害時の対応等 

※犬等管理所の業務は本年度より民間委託 
長野市 

佐　久 東信犬等管理所 

上　田 

諏　訪 

飯　田 

木　曽 

大　町 

北　信 

伊　那 南信犬等管理所 

松　本 中信犬等管理所 

長　野 北信犬等管理所 

ハローアニマル 
動物愛護の拠点施設 
動物愛護会本部事務局 

保　健　所 

動物愛護会各支部事務局 

県健康福祉部 

予算，関係機関との調整等 

図1 三機関連携の“長野県方式”
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2 長野県の動物行政の現状と変遷

長野県内の犬の登録頭数は，134,629頭であり，人口

割では16.19，世帯割では5.79の飼育頭数であり，都道

府県別では第13位，第11位の順である．狂犬病予防注

射については，市町村並びに社団法人長野県獣医師会

（以下「獣医師会」という．）の積極的な取り組みにより

95.52％と全国1位の接種率となっている（平成19年度

厚生労働省統計数値）．

多くの地方自治体の動物愛護センターは，各保健所で

実施していた動物行政を一元化した形を採っているが，

本県では長野県動物愛護会（以下「動物愛護会」という．）

支部事務局が保健所内にあり市町村，獣医師会各支部と

の連携を図りながら各種事業を展開していることから従

来どおり保健所で実施している．また，犬・猫の処分・

焼却を行っている犬等管理所については，県下4カ所に

保健所の附置機関として設置している．現在では犬の返

還・譲渡について，返還率54.13％・譲渡率41.7％であ

り，猫の譲渡率についても，9.7％と全国的に見ても高

い水準であることから，犬等管理所の処分数は年々激減

し，現在では，犬605頭，猫3,288匹となっている．（猫

の場合は，生後間もない子猫が大半を占め，譲渡不可能

なため）（平成20年度県衛生部統計数値）

長野県の動物愛護行政の変遷については，大きく3時

期を乗り越え，進化してきた．

（1）萌発期（昭和48年から昭和63年）

長野県では，昭和48年「動物の保護及び管理に関す

る法律」制定の6年後，行政だけでは動物愛護の構築は

難しいとの判断から，行政主導で動物愛護会を発足させ，

本部を県庁内，支部を保健所内に設置して，行政と団体

が強い絆の下に連携した各種事業に取り組んできた．

動物愛護会設立当時は，「野犬一掃週間」，「犬害防止

月間」が示すとおり野犬捕獲，飼い犬管理対策などの

「犬害防止対策事業」が中心の“取締り型行政”であり，

動物愛護行政もバースコントロール等の啓蒙事業が中心

の時代であった．

（2）樹立期（平成元年から平成11年）

動物愛護会が設立されて10年後の平成元年から広く

県民にPRする事業として「動物愛護フェスティバル」

を動物愛護週間の行事として，長野県・動物愛護会・関

係市町村・獣医師会で構成される実行委員会が主催し，

毎年県下持ち回りで開催している．

動物愛護行政が大きく前進したのは，平成4年松本保

健所公衆衛生獣医師グループの情熱・アイディアによ

り，“犬を捕まえて処分する保健所”のイメージを払拭

し，苦情件数を減らし，住民に喜ばれる仕事に転換を図

る「愛犬のしつけ方教室」事業を松本保健所と動物愛護

会松塩筑支部が始めたことにある．大好評であったこと

から，翌年の平成5年に県衛生部は，県下全保健所に対

し「犬のしつけ方教室」を開催するよう要請した．この

時期は，犬の飼育スタイルも「番犬」から「コンパニオ

ンアニマル」に移行期であり，全県的な盛り上がりを見

せていた時代背景から，同年，7名の有識者を交えて

「長野県動物の愛護と適正飼養に関する懇話会」（以下

「懇話会」という．）を設置し，長野県の動物保護管理の

在り方について，6回にわたり検討を重ね，平成6年動物

の愛護と適正飼養に関する施策を推進していくための総

合的かつ専門的拠点施設の設置について知事に提言した．

さらに，平成7年には犬のしつけ方教室を修了した受

講生を対象とした「家庭犬インストラクター」（以下

「インストラクター」という．）制度が導入され，認定資

格を取得したインストラクターが地域ごとに犬のしつけ

方教室，福祉施設への訪問活動にボランティアとして従

事する体制が整った．

（3）促進期（平成12年から現在）

平成12年にハローアニマルがオープンし，動物愛護

の普及啓発活動や動物の持つ癒し効果を活用した人の心

を育み，人の心を癒す施設として，各種事業の展開が始

まった．また，動物愛護会本部事務局を県庁より移し，

長野県の動物愛護の拠点施設としての体制が完備された．

平成13年全国に先駆けて「動物の飼い主探しインフ

ォメーション事業」を立上げ一頭でも一匹でも，処分さ

れる犬や猫を減らしたい，飼い主の元に返してあげた

い，新しい飼い主に譲りたい，との発想で長野県公式ホ

ームページのトップ画面に掲載した．

空前のペットブームの到来で，癒しを求めてペットを

飼育する家庭が多くなる中，平成13 年松本地区にて

「地域猫」のボランティア組織「ねこの会」が結成され，

平成14年に「ねこの会」を解散し，動物愛護会の中に

「猫部会」として組み入れ，定時定点給餌や環境整備等

の地域猫活動の組織が全県的に体系化された．同年長野

県では，「地域猫活動支援事業」を動物愛護会に委託し

て公園ごとの「地域猫基本台帳」を作成し，またハロー

アニマルでは，避妊去勢手術・ワクチン接種・耳ピアス

の装着を行うなど全面的に支援し，地域猫との共生を図

っている．

平成20年3月環境省の指針に基づき，人と動物が共

生する潤い豊かな社会をめざして，今後10年間の「長

野県動物愛護管理推進計画」を策定し，平成21年には

動物に対する責任をより明確にするために「動物の愛護

及び管理に関する条例」が制定され長野県の動物愛護行

政推進の法的基盤が整った．

3 ハローアニマルの役割と事業概況

動物について学び，ふれあいを通じて，人にも動物に

もやさしい社会をつくることを目指し，長野県の東に位

置する小諸市に設置して11年を迎えた．場所は，上信
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越自動車道小諸インター近くの飯縄山公園の一角に位置

し，隣には小諸高原美術館があり，標高800mの高台か

らの眺めは，小諸市街地を眼下に，遠方には富士山，八

ヶ岳連峰，北アルプス連峰，浅間山が眺望できる風光明

媚な環境下にあり，来館者数は，昨年度約9万人で，オ

ープン以来約100万人に及んでいる．

設置・運営は長野県直営であり，県職員は11名（う

ち獣医師6名），業務委託の会社員14名，ハローアニマ

ルサポーター（以下「サポーター」という．）116名の組

織体制で運営している（図2）．

施設内には，ふれあい用の動物（犬10・猫10・兎15・

モルモット各15・山羊2），譲渡用の動物（犬20・猫20），

保健所職員が搬入する負傷動物，動物愛護会猫部会員が

搬入する地域猫の約100頭の動物を飼育している．

事業体系は，図3のとおりであり，情操教育・社会教

育の推進，動物の癒し効果活用，広報・啓発活動，動物の

健康管理の徹底，情報発信の5つの柱により，各種事業を

展開している．誌面の関係上，主要事業である4事業につ

いて紹介したい．なお，その他の事業並びに事業の詳細に

ついては，ハローアニマルホームページを閲読願いたい．

（http://www.pref.nagano.lg.jp/xeisei/doubutu/

animal.htm

（1）動物ふれあい教室

今の子供たちは，核家族化，少子化の中で，動物との

ふれあいの希薄化，体感・体得の不足，人とのコミュニ

ケーション能力の未発達の問題が生じていることから，

教育機関と連携し，校外学習の一環として実施している．

本事業は，幼児・児童を対象とし，動物とのふれあい

県　　職　　員（11名） 

（獣医 1） 

課　長（獣医 1）　課長補佐（事務 1） 
担当者（事務 2） 

・センターの管理・運営に関すること 
・犬・猫の譲渡事業 
・保健所からの動物引継ぎ 
・動物飼養相談に関すること 
・動物愛護団体に関すること 
・動物愛護管理推進計画 

課　長（獣医師 1）　課長補佐（獣医 1） 
担当者（獣医師 2，事務 1，臨時 1） 

・アニマルセラピー支援事業 ・動物ふれあい訪問事業 
・動物ふれあい教室 ・動物ふれあい出前教室 
・負傷動物の治療 ・避妊去勢手術及び術後管理 
・学校飼養動物支援事業 ・地域猫活動事業 
・不登校児童ふれあい体験事業 ・セラピードッグ育成 

そ う だ ん 課  ふ れ あ い 課  

所　　長 

民間会社職員（業務委託）（14名） 

A’社（5名） 

・1日 9回時間を定めて実施して
いる来館者への動物ふれあい 
・県下全域の老人福祉施設への動
物ふれあい訪問 
・普及啓発棟の受付・定時上映の
シアター管理 

A　社（7名） 

動物の飼養管理 
給餌・給水・運動・清掃・ 
ブラッシング・シャンプー等 
 
交代制勤務 

AM 6：00・PM 9：00

B　社（2名） 

 
 
飼養管理棟の飼育スペースを除く，
普及啓発棟等の清掃 

ハローアニマルサポーター（ボランティア）（116名） 

動物ふれあい訪問への参加，動物ふれあい事業の補助，年 3回実施するイベントへの参加． 

ボランティアの飼い犬は，ハローアニマルが実施するサポートドック適正評価を受けた犬が参加． 

図2 組織体制

ハローアニマル
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を通じて動物愛護意識の啓発を図ると共に，情緒的な発

達を促し，命の大切さや相手を思いやる心を育むことを

目的に行っており，動物との正しい接し方やふれあい方

法をアニマルシアター・動物探Q館等で学習した後，実

際に犬や兎・モルモットなどを使用して体験させてい

る．昨年度は73回，3,545名の幼児・児童が参加した．

（2）動物ふれあい訪問

高齢化社会の中で，お年寄りに生きがいを見つけても

らうために動物介在活動として，県内各地にある老人保

健施設等へ犬や兎などを連れ，サポーターと共に訪問

し，動物とのふれあいを実施している．訪問先の施設か

らは，表情が生き生きしてきたとか笑い顔が増えたなど

の変化や手足が動くようになったなどの身体的な機能回

復の声が寄せられ，訪問依頼が増加していることから，

本年度よりこの事業を民間に委託し，サポーターと共に

訪問する本事業を，よりきめ細かく実施できる体制づく

りに取り組んでいる．昨年度は96回訪問し，参加者は

2,552名であった．

（3）学校不適応傾向児童生徒受入れ

教育関係機関やソーシャルワーカー等からの相談や紹

介により，小学生から中学生の不登校児童生徒のうち，動

物に興味を示す児童生徒を受け入れ，ハローアニマル内の

動物の飼育管理やしつけ等の体験事業を実施している．

平成17年度から19年度にかけて学校不適応傾向の児童・

生徒を対象にした「ハローアニマルAATプログラム」（表1）

を医療機関と連携して実施したところ，その効果が科学的

に証明されたことから，希望者や相談が急増している．

昨年度は，新規受入れ16名を含めて118回，延べ128

名を実施した．開館以来の実人員では，144 名となっ

た．対応できる人数は限られていることから，本年度は

動物探Q館ニャンニャンコーナー

動物探Q館ワンワンコーナー

アニマルシアター

図3 事業体系

人と動物が共生する潤い豊かな社会づくり 

○情操教育（教育機関と連携して行う幼児・
児童・生徒への教育） 
・動物ふれあい教室 
・体験教室 
・動物世話体験 

○社会教育 
（一般来館者及び動物飼育者への教育） 
・視聴覚展示・探Q館・動物ふれあい広場 
・動物飼い方教室 
・犬・猫譲渡会 
・地域適正飼養教室（ボランティア育成研修） 

○動物の癒し効果の活用と普及 
・社会福祉施設，医療施設への訪問と来館 
・学校不適応傾向児童生徒受入れ 
・アニマルセラピー支援 
・セラピードック育成 

○家庭の動物飼育に関する情報提供 
・動物相談窓口事業 
・各種広報活動 
・ホームページ運営 

○安全で健康な動物の提供 
・飼育動物，譲渡動物の健康管理 
・感染症予防対策 

○ノウハウの還元・人材養成研修 
・NPO・ボランティア指導者研修 
・学校飼養動物支援 

情 操 ・ 
社会教育 

広報啓発 

健康管理 

情報発信 

癒し効果 
活用 
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図4 飼養管理フローチャート（譲渡会用）

保健所に収容された個体の中から，健康状態・性格診断の結果，
引き継ぎできる個体を選定し，センターに搬送 

保健所 

異常が認められた場合 
検査を行う 

しつけ方実技指導 
譲渡後相談・指導 

術後健康管理　糞便検査 
抜糸（雌 8日目，雄 5日目） 

診察室 

血液検査，尿検査 
寄生虫検査 
ウイルス抗体検査 
動物由来感染症検査 

検査室 

不妊（避妊・去勢）手術（健康状態・
体重により適宜実施） 
マイクロチップ装着 
ウイルス抗体検査（猫 FeLV／FIV） 

手術室 

術後観察室 

疾病治療 隔離室 

観察室 

保護室 当　日 

約14日 

譲渡会 約45日 

約24日 

個体識別（カルテ番号処理，個体カルテ作成） 
シャンプー，肛門周囲・指間 
耳介内部の毛カット，爪切り，のみ取り 
疾病の有無確認 
ワクチン接種（ 1回目：犬 5種混合，猫 3種混合） 
糞便検査，駆虫 
健康診断（ 1回／ 2週） 
食事量決定　食事回数は，子犬・子猫 1日 3回 

糞便検査後，シャンプーして移動 

パピールーム 

キティールーム 

健康管理　　トイレトレーニング 
子犬・子猫の社会化 
ワクチン接種（ 2回目：犬 8種混合，猫 3種混合） 
健康診断（ 1回／ 2週）　　食事量決定 
 

運動場 運動　　社会化　　ふれあい 

健康管理　　トイレトレーニング　　子犬・子猫の社会化 
ふれあい　　健康診断（ 1回／ 2週）　　食事量決定 
譲渡前子犬の性格診断　　健康診断（最終） 
シャンプー，爪切り等 

飼い方・しつけ方講習会 
性格診断結果説明後面接 

パピー教室 

糞便検査後，シャンプーして移動 

表 1 　ハローアニマルAATプログラム（HAATP） 

ステージ テーマ 内　　　容 期待する効果 

ステージ蠢 

ステージ蠡 

ステージ蠱 

ステージ蠶 

そのままの 
自分で 

犬・猫・うさぎ・モルモット・ヤギのうち自分の
希望する動物とのふれあい，自分の好きな動物の
絵を描く，折紙を折る，動物の話をする等 

緊張緩和 
無条件の受容 
癒し，自己肯定感 
安心感，満足感 

必要とされている 
自分 

子犬・子猫の給餌，飼養室の清掃，うさぎ・モル
モット・ヤギの世話，犬のグルーミング・運動，
子犬・子猫の社会化補助等 

充実感，達成感 
愛情の受け与え 
感情の表出 
セルフコントロール 
運動不足解消 

自分の役割 
成犬のトレーニング，特定の個体の世話を担当，
当施設管内展示物の作成・展示等 

責任感 
周囲への肯定感 
現実感，信頼感 

社会参加 
一般来館者と動物とのふれあい補助，当施設での
ボランティア活動，動物介在訪問活動への参加等 

他者とのコミュニケーション 
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臨時職員1名を雇用して対応している．
（4）犬・猫の譲渡事業
保健所における致死処分頭数を減少させる取り組みと
して，県下11の保健所から子犬・子猫を中心に，ハロ
ーアニマルに搬入して避妊・去勢手術やワクチン接種・
マイクロチップ装着等を実施し，月2回実施している譲
渡会により，新たな飼育者に有料（犬13,000 円・猫
12,000円）にて譲渡している．
譲渡希望者は，5月20日現在犬で102名（23年1月
譲渡予定），猫で30名（22年8月譲渡予定）と盛況であ
る．昨年度は，譲渡会を54回開催し，犬112頭・猫63
匹を譲渡した．
譲渡会用の飼養管理フローチャートは，図4のとおり
であり，健康管理面だけでなく，脳の発達に重要な時期
である4カ月前の子犬・子猫の社会化にも力を入れている．

4 お わ り に
動物愛護行政は，保健所・動物愛護センターだけでは

できない．かと言って民間組織だけでも難しい．動物愛
護会，獣医師会，市町村と連携をとりながら目的を達成
することが肝要と考える．
今後の課題として，飼い主の都合により，飼えなくな
った動物の対策，独居老人が動物と一緒に暮らせるシス
テムづくり，小学校に犬が飼えるシステムづくり等が考
えられるが，これらの課題を解決するには，まず，日本人
のただ可愛い・可愛そう等の情緒的動物観から欧米人の
動物は人間の為に存在し，人間が管理する動物であると
云う科学する動物観への転換が日本人にも必要と考える．
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2006年 長野県長野保健所食品・生活衛生課長
2008年 長野県動物愛護センター所長
2010年 長野県職員定年退職


